
公益社団法人 築上町シルバー人材センター

令和 4年度 事業報告書

令和 4年度は、 3年 目になる新型 コロナ ウイルスとの戦いの中、第 8波の流

行を迎え過去最大の感染者数を記録 しま した。 しかしながら当初のような強い

毒性ではなく、感染力は強いものの弱毒化 されつつあるようになってきました。

終盤にはマスクの着用 も個人の判断にゆだね られるようにな りました。まさに

新型コロナウイルスとの共存、ウィズコロナが進んできた年でした。

また、今後のセンターの存続にかかわる大きな問題 として令和 5年 10月 に

施行 される消費税のインボイス制度については、一昨年、築上町議会で意見書

を採択 して頂き昨年に国へ要望を上げる事が出来ましたが残念ながら、法制化

には至 りませんで した。今後の財政運営に大きく影響が出ることは必至です。

私達のシルバー人材センターは、このような社会環境の中で令和 4年度も築

上町において、高齢者の福社の増進を目的に事業計画に沿つて 「地域社会に愛

され信頼され喜ばれるセンター」を目指 し事業を推進 して参 りました。

センターの運営に関 しては、昨年度 も法を順守 した事業運営はもとより、健

全で安定した運営基盤 の構築を最優先の課題 として、事業運営に努めてまい り

ま した。また、県や町の補助金については、 4年度はシルバー事業へのご理解

とこれまでと変わらぬご配慮により前年度 と同額を頂くことが出来ました。

事業の実施にあたつては、会員の安全を第 1に掲げ、会員拡大や就業開拓提

供事業の拡大に取 り組んで参 りましたが 4年度は、 3月 末時点で会員数は 17
8名 で前年同月比で 1名減 となりました。また、シルバー事業の周知のため地

域住民と一体化 した社会参加活動は、昨年 もコロナ禍によりほとんど実施する

ことができませんで した。またセンター広報誌 「シルバー築上」第 17号を発

刊 し、普及啓発事業を行いました。

これ らの活動の結果、 4年度の事業実績は、受注件数は 1, 404件 とわず

か 2件の増加で したが、契約金額は約 7,886万 円とな り、前年度対比で 3.

1%上回りました。

また、福岡県連合会が実施 している労働者派遣事業については、受注件数が

1件増加 し、築上町実施事務所 として、計 8件の契約 となってお り、今後も就

業拡大を進めて行 く必要があります。

安全対策については、年間 12回の安全パ トロールを実施 して会員に注意喚

起を行いました。 しか しながら4年度は賠償事故が 7件 (草刈作業中の飛び石

4件 )、 傷害事故が 3件、合計 10件発生 してお り、近年にない事故件数 となり

ま した。高齢化に伴 う体力の低下や注意力の散漫が原因の一つ と思われますが

事故 「0」 を目標 に会員へ さらなる注意を呼びかけました。また、実施 5年 目

を迎えた日常の買物に不 自由している高齢者を対象に行つている 「わくわく生

活向上サロン」は前年同様新型コロナウイルス感染拡大の防止に努め 1回の人

数 を制限して実施 してまい りました。 28名 の方が登録 され延べ 356人 に利



用 して頂き地域住民の手助けを行 うことができました。

以下、令和 4年度の事業実施内容を報告 します。

(実施報告 )

一 雇用によらない臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係 る就

業機会の確保・提供事業、社会参力日のための支援 (公益 目的事業 )

就業開拓提供等事業

(1)受託事業 (一般 )

高齢者の就業 としてふ さわしい地域に密着 した仕事を、家庭や民間事業所、

及び官公庁等からセンターが有償で引き受け、これを会員に射 して、その

能力、希望等に応 じて請負・委任 とい う形式により晃供 しました。

また、請負・委任になじまない場合は、一般労働者派遣事業で姑応 しました。

就業の提供にあたつては、地域から発注 された仕事の情報を可能な限り

会員に周知 し、その上で的確に就業機会を提供する等、会員の希望、能力

に応 じて公平に就業機会の提供を行いました。また、出来るだけ多 くの会員

が就業の機会を得 られるようグループ就業や ローテーション就業などを進

め、仕事の分かち合いに配慮 しました。

ア、就業開拓及び会員拡大のため、「一人一件の就業開拓、会員拡大運動」

を年間にわた り展開しました。その結果、総受託件数 1,404件 の内、

紹介件数は 4件、 3月 末会員数 178名 の内、新入会員は 26名 、会員

紹介入会者数は 18名 となりました。

イ、就業機会を拡大するため、シルバー事業の基盤である就業開拓・会員

拡大等について普及・広報委員会を年 4回開催するとともに、町の広報

誌等に広告を掲載 して新規の発注者の掘 り起 しを行いま した。その結果

80件の新規発注者が開拓できました。

ウ、町内の介助を必要 とする高齢者宅への支援サービスを拡充するため、

子育て支援・福祉・家事援助サー ビス班の活性化 とともにワンコインで

手軽に利用できる 「手助け安心サー ビス」を実施 しました。

また町と連携 して実施 している介護予防 。生活支援総合事業については

9名 、延べ 339件 の受注を得ました。また買物支援については、 28
名の方が登録 し延べ 356人 に利用 して頂きました。

「令和 4年度実績報告」

就業実人員 就業延人員 就業率 契約金額

148名 12,518名 83.1% 70,390千円



「主な就業分野」
。町 と連携 した介護予防・生活支援総合事業に係 る日常生活支援サービ

ス及び軽度生活支援等の福祉・家事援助サービス

・公共施設の除草・清掃等の一般作業

・個人宅の植木剪定、害虫消毒、除草、清掃及び家事援助サービス

・民間の研修施設や公民館、福祉センター等の受付管理事務

。日常生活に支障のある方等を対象にしたワンコインサービス

。日常の買物に困つている町民を対象にした「わくわく生活向上サロン」

の実施。

(2)独 自事業

高齢者の知識・経験・能力を生か し、独 自の創意 と工夫により、地域社

会へ多種多様なサー ビスを提供するため、次の事業を実施 しました。

「実施事業」

・町内の新聞紙・雑誌・ダンボール等を収集 し、再生業者に販売する資

源の リサイクル事業。

・剪定木、刈草等をチップ化 し、有機肥料 として一般家庭に配付する資

源の リサイクル事業。

・後継者のいない農業用ハ ウスを借用 してイチゴを栽培 し、地域のふれ

あい市場等で販売する農園事業。

・冬期にプ レハブハウスで石焼き芋の販売を行 う焼き芋事業。

「令和 4年度実績報告」

就業実人員 就業延人員 就業率 契約金額

65名 1,156名 100°/。 8,496千 円

二 雇用による臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る就業機

会の確保・晃供事業 (公益目的事業)

1職業紹介事業

雇用就業を希望する者には、企業等へ職業紹介を行う予定でしたが、求人、

求職の依頼はありませんでした。

2労働者派遣事業

地域社会における就業ニーズと高齢者が求める就業形態の多様化にこたえ

るため臨時的かつ短期的又はその他の軽易な業務の範囲において労働者派遣

事業を推進 し高齢者の就業機会を拡充・提供 しました。



「令和4年度実績報告」

主な就業分野

ア、町の資源再利用施設でのカン、ビン類の選別作業

イ、小学校の送迎バス通学児童の補助業務

ウ、福祉施設の調理補助業務

工、駐輪場の管理業務

オ、工場内の軽作業

三 高齢者の就業機会の確保や社会参加活動を発展・拡充するための普及啓発、

情報提供、研修 。講習、相談・助言、調査研究等

1 普及啓発事業

本事業への信頼 と理解が得 られるよう、町民、事業所に姑 し本事業の意義

と基本的な理念及び仕組み等を周知するとともに、会員 自身の本事業に対す

る意識啓発を行いました。 しかしながら引き続きコロナ禍の中、なかなか思

うような活動ができない一年でした。

(1)広報活動

ア、センター事業の普及啓発のため、ホームページの更新 (年間 1回 )と

セ ンター広報誌 「シルバー築上」の第 17号を発千Uし て、一般に広報

活動を行ないました。

イ、町の広報誌にシルバー人材センターの広告や講習会募集等、 8回掲載

して広報活動をおこないました。

(2)社会参加活動

ア、シルバー人材センター普及啓発促進月間における取組みの一つ として、

10月 29日 に役職員及び会員総勢 46名 で町の観光名所の一つであ

る 「綱敷天満宮」の境内において清掃等の美化活動を実施 しま した。

イ、地域社会の 「安全 。安心まちづ くり」を推進するため、町 と豊前警察

署 と連携 して、「青色防犯パ トロール」を年間にわた り実施 しま した。

2 安全・適正就業推進事業

安全は、シルバー会員が就業等の活動を通 じて社会参加をする上で最も重

要な課題であり、「安全はすべてに優先する。」の理念のもと、会員が 自らの

健康の維持 と安全の確保を図 りながら、センターから提供 された仕事を安全

就業実人員 就業延人員 雇用就業率 契約金額

33名 2,348名 19。 1% 12,223千 円



かつ適正に遂行できるよう、安全意識の高揚 と啓発活動を行いました。

また、シルバーの就業は 「臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業

務に係る就業」が基本で、今までの就業形態を見直 し、より慎重に関係法令

を遵守 して適正な事業運営を心掛けました。

(1)安全就業対策

ア、安全・健康対策実施計画の重ッ煮実施項 目及び遵守事項を作業打ち合せ

の場で周知徹底 し、安全意識の高揚を図 りました。

イ、安全・適正就業基準、作業別安全就業基準等を見直 し、安全・適正就

業対策の強化を徹底 しました。

ウ、安全・適正就業委員及び推進員、一般会員により就業現場の安全パ ト

ロールを年間 12回実施 しました。

工、事故防止対策強化のため、屋外作業のヘルメット着用の厳守等、安全

防具の着用、安全用具の設置を徹底 しま した。

オ、会員の安全を第一に考え、危険、有害な作業 と判断されるものは、下

見の段階で発注者の理解を求め、受注 しないよう特に留意 しました。

力、安全就業を促進するため、 7月 21日 に安全就業促進大会 (会員 33
名参力日)を築上町コミュニティーセンター 。ゾピアで開催 し、安全意

識の高揚 と防止策の徹底を図 りました。

キ、事故状況や防止策等を全会員に周知・徹底するため安全だよりを年 4

回発行 しま した。

(2)適正就業姑策

ア、長期の継続就業に関しては就業会員の固定化等を解消 し、適正で公平

な就業機会の提供のため、ローテーション就業によるワークシェア リ

ングに努めま した。

イ、混在作業や指揮・命令等が発生すると思われる雇用まがいの就業を禁

止するため、定期的に就業現場の視察等を行い、発注者にシルバー事

業の就業形態について説明して適正化の理解を求めました。

3 相談事業

就業及びその他の社会参加活動を希望す る高齢者のために、随時、次のよ

うな就業相談に応 じま した。

ア、地域の高齢者の来訪や電話等による就業相談には、センター事業の趣

旨 。目的等を説明してセンターヘの入会を勧めました。

また、雇用就業を希望する者には、企業等へ職業紹介を行 う予定で した

が、求人、求職の依頼はありませんでした。

イ、センターの入会を希望する高齢者には、毎月 1回第 3金曜 日を基本に



随時、 日程等調整 して入会説明会を開催 しま した。

4 研修 。講習事業

コロナ禍の中ながらも次の様な講習会を、会員や仕事を求めている地域の

高齢者を対象に、ホームページや町内無線放送等で開催日時、場所等を周知・

公開し実施しました。

ア、交通事故防止の意識高揚のため、豊前警察署の協力を得て7月 21日
に築上町コミュニティーセンター・ノピアで交通安全講習会を開催し

ました。内容は「高齢者の交通安全について」豊前警察署交通課交通

指導係長帆足東介様に講演をお願いしました。 (会員38名参加 )

イ、刈払い機の正しい使用方法とメンテナンスを習得するために築上町リ

サイクルプラザにて 9月 25日 に (株)丸山製作所の講師 2名 により

機械操作講習会を開催し、会員、一般合わせて23名が参加しました。

ウ、樹木の剪定についての基礎知識の習得のために、久保造園の久保善道

様を講師に築上町清掃センターにて 10月 7日 に「剪定講習会」を開

催し22名 が参力日しました。
工、 11月 25日 に築上町コミュニティーセンター・ノピアにて一般女性

及びシルバー女性会員を対象に株式会社ポーラの植田久美様を講師に

招きメイクアンプ講習会を開催し一般、会員合わせて19名 が参加 し

ました。

オ、 1月 12日 築上町コミュニティーセンター・ソピアにて健康管理講習

会を開催しました。北九州総合病院整形外科部長 名倉誠朗先生によ

る「膝と股関節の痛みを和らげるお話」の演題で講演を行い合計 53
名が参加しました。

力、9月 12日 に築上町中央公民館、6月 16日 、 1月 18日 に築上町コ

ミュニティーセンター・ノピアで女性委員会が介護予防講座を開催し、

役場の健康推進係の方を講師に迎え、健康体操を行いました。 (総勢 4

1名 参力日)


